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は じめに

EDPSの 最近の動向として適用業務の拡大と統合化 ,広域化が進み,今後は利用の高度化 ,複雑
化,処理や管理の分散化へEDPSが 発展 してゆ 〈のは必然の姿であると思われる。 この様なユーザ
の世界に近づくユーザ向けシステム (USer Oriented SyStem)〔 1〕 はデータベースシステム(DB
S,⊇ata laSe SyStem)を 基盤として構築されると考えられる。
本報告ではDBMS(⊇ata ttase Mana gement ttystem)を よリユーザ指向へと拡張 した高水
準システムとして二∠ リケ三 ∠旦__イベニ Zl_イ∠:三

=_杢
(■ユ■_▲ppllCa tiOn ttaSe ttyStem)を

考え, このシステムの実現性をたしかめるためにDBSに ょる適用業務 (ア プリケーション )の構造
の変化を定量的に評価した結果について論じている。この結果 ,プ ログラム本数の減少やデータの重
複度の減少などプロセス構造,デ ータ構造の簡単化の効果により高水準システムの要点である高水準
インタフェース,ア プリケーションの開発,導入,運用,保守,拡張等の容易化の見通 しを得てABS
の実現可能性がたしかめられた。

I.データベースシステム (DBS)の 分析 ,評価方法
DBSの システムロ的として従来より
・ データ管理費用の低減化と変更費用の最小化

・ データの利用可能性を容易に知り理解できる明快さ

・ データの既存の使用のされ方を意識することな〈データベースの変更,成長を容易にできる

独立性と柔軟性

などユーザインタフェースが高水準になると定性的に主張されてきたが 〔2〕 ,こ れらに対する定量的

な評価は極めて数少ない 〔3〕 。我々は従来型ファイノレ(COnVentiOnal Fllo)を 利用したファイ
ルシステム (File System)か らデータ管理機能をシステム側にブラックボックス化する事により
DBSが どの程度ユーザにとっての使い易さを実現しているかを定量的に把握するためにアプリケー
ションのプロセス溝造とデータ構造に着目して以下の様なパラメータを定めて定量的な評価を行なっ

た。

(1)プ ロセス構造の評価バラメータ

・プログラム本数の減少  ・アプリケーションの処理内容の変化  ・サブシステム別
のプロセス構造の変化  0プ ロセスフローの構造上の変化

(2)デ ータ構造の評価パラメータ

・ ファイノレ数とレコード,セ ット数の対応  ●マスタンコードとトランザクションレコ
ードの各々の特性によるレコード内の (論理的な )デ ータ構造の変化  ・データの重
複度の減少効果  0物理的なデータ量の変化

この様な項目について評価するときアプリケーションの特性を考える必要がある。このアプリケー

ションの特性としてDBSの分析に当り以下に記す考え方により配慮した。
(1)ア プリケーションタイフ

° :情報の処理の仕方に注目して適用業務を以下の 4タ イプに分類し
た。

・情報要約型,原始情報処理型,原始情報検索型,情報即時処理型

(2)処理プログラムの分類 : アプリケーションを構成するプログラムの処理機能は以下の 10種
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類に分類できる。

・入力変換,内部変換,分類,照合,併合,更新,抽出,分配,生成,作表
(3)サ ブシステムモデノレ : アプリケーションの設計法
とユーザの処理プログラムの選択性に着目して,アプリケ
ーションを以下に示すサブシステム構成にモデル化した。

・データ処理サブシステムは原始データの入力

から,そのデータを用いた業務処理までの部分
・ レポート作成サブシステムは処理されたデー

タから各種のレポートを出力する部分

(4)ア プリケーションの比較基準 : アプリケーション

の設計開発者と利用者の各々の立場から見て分析,評価の
主旨に合致するアプリケーションの対象範囲を明確にする

ため図 1に示す様に以下の基準を定めた。

・開発形態 (Ml)は開発者の用意したすべての
プログラムを含む場合

・最大利用形態 (Ul)は利用者がアプリケーシ
ョンを最大限に利用した場合

・標準利用形態 (U2)は 開発者が用意したレ
ポート作成サブシステムの 1/2の プログラムを
ユーザが利用した場合

・ 自由作表形態 (U3)は 開発者が用意したデ
ータ処理サブシステムは利用するが,レポート

作成サブシステムは利用しない場合

・ 自由入出力形態 (U4)は ユーザ独自の入出
カプログラムを用い,開発者が用意したアプリ

ケーションからは業務処理の部分のみを利用する場合
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図 1 アプリケーシヨンの
比較基準

Ⅱ.データベースシステム化の分析 ,評価 〔4〕

ファイノレシステムからデータベースシステムヘの移行を分析,i評価する対象として当社のコンピュ

ータシステム上で提供されている標準的なアプリケーションパッケージの中から販売管理と財務管理

をとりあげ前述の標価パラメータについて評価を行なった。以下 2.1と 2.2で分析結果の一部を記述

し,全体的な評価結果の要約を2.3に示す。
2.1 プロセス構造の変化の分析

(1)ア プリケーションタイプ別分析 : 情報要約型の販売管理システムと原始情報処理型の財務管

理システムのDBS化によるプログラム本数の減少をアプリケーションの比較基準に従って図 2に表
わす。この結果,以下の結論を得た。
一般にDBS化によるプログラム本数の減少効果はアプリケーションの特性 (ア プリケーションタ
イプ )に より定量的には異なる。たとえばこの評価例では原始情報処理型 (財務管理 )は情報要約型

(販売管理 )に比べてプログラム本数の減少率が約15%程度高い。 これは前者が個別情報を取り扱
うための処理が情報要約型に比べて多く,こ の様な処理の多くが DBS化により不用となる事,さ ら
にこの様にして不用となったプログラムの前後における更新処理を 1っ にまとめる事ができる場合が

ある事などによる。

(2)プ ロセス構造の変化 : DBS化により削除可能なプログラムに注目し,そのプログラムのアプ
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図 2 DBS化によるプログラム
本数の減少 (斜線部分 ) 図3 削除対象プログラムのプロセス構造の分析

リケーションのジョブ構成,ジ ョプステップ構成の中での位置を調べた結果を図 3に示す。ここでプ
ログラムの位置は削除対象プログラムの直前,直後に実行されるプログラムの数により定めている。
この結果,以下の結論を得た。
DBS化 によるプロセス構造の変化は単純である。すなわち不必要となったプログラムの 70%か
ら80%が単純なシーケンシャノレ構造の中間に位置する。 これらのプログラムの処理内容はその 9
5%～ 100%が分類,内部変換,併合処理である。すなわち,こ れまでこれらの処理プログラムを
含んで 5～ 6個のプログラムで構成されていたジョブは 3～ 4個のプログラムで行なえる様になリジ

ョプを構成するジョプステップは短縮される。

2.2 データ構造の変化の分析

(1)DBS化 によるデータの重複度の減少 : データベース化によるデータの重複度の減少をデー
夕項 目件数について調べた結果を図 4に示す。この

結果 ,以下の結論を得た。
DBS化によリデータの重複は相当な〈す事がで
き,このためアプリケーションは理解しやす〈,保

守しやす〈なる。データの重複度は一般にそのアプ

リケーションが対象としている業務の数や個別情報

販売管理

財務管理

0  :  2 4  5

を取り扱う度合が高い程高くなる傾向にある。レコ   図 4 DBS化 によるデータの重複度
―ドを識別するキィとなる様なデータ項目の重複が      の減少 (斜線部分が減少を示す )
多い。

(2)レ コード内データ構造の簡単化 : データ構造の簡単化をより詳細に調べるためにレコードを
マスタレコードとトランザクションンコードに 2分 して,レ コードを構成するデータ項目の長さの総

和により比較を行なった (図 5)。 この結果,以下の結論を得た。
マスタンコードの内容はほとんど変わらない。ンコードのアイテム長の総和の減少率は約 4%程度
でアプリケーションタイプと無関係にほぼ一定している。減少しているのは主にキィとなるデータ項

目である。 トランザクションレコードはデータ項目の 30%～ 50%が不必要となり,レ コードのア
イテム長の総和は 30%～ 60%程度減少し,減少率はアプリケーションタイプに依存している。減
少しているのは主に一般の (キ ィでない )データ項目である。

2.3 評価結果の要約

2.1と 2.2で DBS化の定量的分析の一部を記述した。以下では紙幅の都合で詳述できなかった評
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図 5 DBS化 による レコー ド内データ構造の分析
(斜線部分がDBS化により削除されたデータ項目の長さの総和 )

価パラメータに基づ 〈分析結果の要約を記す。

2.3.1 プロセス構造の変化

(1)デ ータベースを用いたアプリケーションの開発 :   プログラム本数は全体として 30%か
ら55%程 度減少する。減少の程度はこの範囲内でアプリケーションの特性により異なる。
(2)プ ログラムの処理内容の面からの分析 :   分類 (ソ ー ト)プ ログラムはアプリケーション
の特性に関係な〈大巾になくす事ができる。内部変換,併合プログラムはアプリケーションの特性に
依存するが少な〈とも 60%以 上はな〈すことが可能である。更新処理は本質的には減少しない。た
だし複数の更新処理や更新処理と他の処理を同一プログラムで行なえる様になる場合があり,こ の場
合プログラム本数は減少する。

(3)サ ブシステム構成の面からの分析 :   データ処理サブシステムは 50%か ら60%の プロ
グラムが不用となる。これはこのサブシステムの約 70%を しめる内部変換 ,分類,併合プログラム
ムの多くが不用となる事による。一方 ,レ ボー ト出カサブシステムは 10%か ら20%の プログラム
が不用となる。 これはこのサブシステムの約 10%か ら20%を 占める抽出,分類プログラムが不
用 となる事による。

(4)プ ロセス構造の面からの分析 :   削除できるプログラムの 70%か ら80%が 単純なシー
ケンシャノレ構造の中間に位置するプログラムである。その内の 95%以 上が分類,内部変換 ,併合プ
ログラムである。 これらのプログラムが削除される事によリジョプを構成するジョプステ ップが短
縮する。 この様にプロセス構造の変化は単純なので既存のプロセス構造をもとに容易に DBS化 が
計れる。

2.3.2 データ構造の変化

(1)デ ータベースを用いたアプリケーションの開発 :   従来型アプリケーションでデータの重
複度が 4。 0か ら 5。 0程度のものが , 1。 0か ら2.5程度に減少する。
(2)レ コー ド内の論理的なデータ構造からの分析 :   マスタレコードのデータ項 目の構成はほ
とんど変わらず,デ ータの減少率は約 4%程度でアプリケーションの特性に関係な〈ほぼ一定 してい
る。 この場合,減少しているものは主にキィとなるデータ項 目である。 トランザクションレコー
ドはそのデータ項 目の 30%か ら50%が不必要 となる。 この減少の程度はアプリケーションの特性
により異なる。たとえば原始情報処理型の方が情報要約型よリデータの減少効果が大きい。この場合

,減少しているのは一般のデータ項 目である。
(3)レ コー ドの記憶構造 (デ ータ項 目領域+ポ インタ領域 )か らの分析 :   マスタンコー ドの
物理レコード長は従来型ファイルのレコー ドより3%か ら 10%程 度長 くなる。  トランザクション

レ

コ

長
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レコードの物理レコード長は従来型ファイルのレコードより10%か ら40%程度短くできる。
{4):物理的なデータ量からの分析 :   従来型アプリケーションの全ファイノレ量とデータベース

とを比べれば,DB化 によりほとんどの場合データ量は減少する。これは第 1に従来型アプリケーシ
ョンの入カデータファイル,中間ワークファイル,出カイメージファイノレ等が不必要になる事による。

第 2に従来型アプリケーションのマスタレコード, トランザクションレコードのレコード長とレコー

ド件数が与えられれば,これをDB化 した場合のデータ量を概算できるが,一般にはデータ減少率の

高い トランザクションレコードのレコード件数が多いのでデータは減少する事による。

2.3.1, 2.3.2で 記した様に DBS化する事によリプロセス構造 ,データ構造共にわかり易くなり
,使い易 〈,保守し易くなる。

2.4 DBS化 の評価
23ま での結果を用いてDBSの 有効性について考える。高水準システムの要点として高水準イン
タフェースとアプリケーションの設計開発の容易性が求められる。前者については前述の評価からブ

ロセス構造の簡単化にもとづき業務レベノレのインタフェースが可能である事が判明した。以下ではア

プリケーションの設計開発の容易性についての検討を記す。

従来よリソフトウェアの生産性向上を目的として構造化プログラミング手法やプログラムのモジュ

ール化が行なわれ効果をあげている 〔5,6〕 。これに加えてDBSを利用することによる効果を評価
した。その結果を図 6に示す。DBSを用いる事により下記の効果が達成できる。
従来型ファイノレを利用して構造化プログラミング等の手法を適用した場合に比べて 70%か ら90
%程度の工数でシステムの開発ができる。 この場合,作業内容としてはシステム設計が 2倍近〈な
り全体の 20%か ら25′%を 占める。フ

°ログラム設計は全体の45%か ら50%を 占め多少比率が高
まっている。逆にプログラミング,テ ス トは減少する。絶対工数で 0.5倍から0.6倍でまかなえる。

この作業内容の比率は各々約 18%, 12か ら13%程度になる。 この様にデータ管理機能を持つ
DBMSを 利用することにより,シ ステム開発における負担の軽減とアプリケーションの設計により
多〈の力を集中しプログラミング以下の作業を容易にできる事が判明した。
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Ⅲ.アプリケーシヨンベースシステム (ABS)
]においてアプリケーションシステムの設計,開発,稼働,保守の面か らDBSを 基盤としてユー
ザにとって使い易い情報システムが構築可能であることがたしかめられた。ここでは高水準デ ータベ

ースシステムとしてアプリケーションペースシステム (ABS)の 概要を記述する。
3.l ABSと は
ABSは ァプリケーションの (|)開発,保守の容易性 (‖ )柔軟性,種々のユーザ要求への適合性 ,
(m)利用の容易性 (v)変更,さ らには拡張や移行の容易性を実現し,ユ ーザがEDPSの 詳細を知ら
なくとも業務知識でシステムの利用を可能とする。このため以下の機能を実現する。

高水準システム機能の実現 :ユ ーザの負担になっている機能をシステムで提供し,ユ ーザからはブ
ラッタボッタスとして取り扱える様にする。ABSではューザの適用業務から見て,デ ータのみなら
ず処理プロセスもアプリケーションの資源と見なせる点に着目してこれを管理するシステム機能を提
供する。

高水準インタフェースの実現 :システム内部でのアプリケーションの資源の管理とユーザが意識に
持つ適用業務とのギャップを埋める,使い易い業務レベルのインタフェース機能を提供する。

(a)アプリケーシヨンペース
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3.2 システ ム構成
ABSと データベースシステム, ファイルシステムとの比較を図 7,表 1に不し,ABSの 主要な
システム構成要素について以下で説明する。

情報システムアドミニス トレータ (INSA INfOFmatiOn SySten Administrator)
はシステム情報を統括的に管理しユーザとのインタフェースに関する様 な高 レベルのアプリケーシ
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ョン資源の管理を行ない ,ユーザのシステムの利用とシステム内の他の構成要素を支援する。 INS
Aは システムの広域化による利用や管理の複雑さを避けるため特に分散型の情報システム 〔7,8〕
では重視される。

システムデザインファクトリ(SDF_S ystem⊇esign■actory)はァプリケーションの設
計 ,開発 ,顧客化 ,導入の支援ツールである。DBSの環境においてはアプリケーションの設計の重
要性が増加し ,プ ログラミングやテストの比率が減少する事が明らかとなったが, SDFは ABSの
上でのアプリケーションの設計 ,開発を主対象に支援を行なう。

プログラムベース管理システム (PBMS,旦 rOgramュase M_anagement』 ystem)は IN
SAの統括的な制御下においてシステムプログラム ,ユ ーザプログラムなどをソース形式,オ ブジェ
クト形式で管理し ,業務の変更等によるプログラムの変更,保守等の作業を容易化する支援機能を提
供する。

3.3 システム機能
ABSの システムとしての目標を達成するために,ABSの 主要な構成要素が提供する機能を表 2
に示す。

Ⅳ. おわ りに

本報告ではアプリケーションペースシステム(ABS)を データベースシステム(DBS)を 基盤
として実現するための定量的評価を行なった。この結果としてここでは,DBS化 によリプログラム
本数が30%か ら55%程度減少し,データの重複度も4.0か ら5。 0の範囲であったものが ,1。 0か
ら2.0程度に減少する事が明らかになった。さらにこの様なプロセス構造 ,データ構造の変化により

アプリケーションがよリユーザの意識に近い本質的な処理により構成される様になる事が明らかにな

りDBS化の有効性が確認できた。この結果DBSを よリユーザ指向へと拡張した高水準情報システ
ムであるABSの実現可能性を確認し,そのシステム概要を紹介した。
最後に ,本研究の機会を与えて〈ださった当コンピュータシステム研究部藤野部長, 日頃御指導を

いただいている三上課長に感謝の意を表わします。
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